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ギャバロン茶成分の分画とその投与によるラット血圧の変動
　大妻女大家政○加藤由紀子，斉藤ひろみ，大森正司

　農水省野茶試　深津修一，橋詰和宗

　目的　ギャバロン茶は本態性高血圧発症ラット（ＳＨＲ）やヒトの血圧上昇を抑

制し，その作用の一つはアンジオテンシン変換酵素に抑制的に作用すること，また
一方では食塩負荷による腎機能障害を軽減する作用のあることを認め報告してきた。
今回はギャバロン茶を直接投与することにより，その変動を観察，またギャバロン

茶成分を分画して投与し，血圧との関係について検討したので報告する。
　方法　ギャバロン茶は. 1993年５月（一番茶）,農水省野菜茶試において産した
品種やぶきたを用い，常法により製茶した。ラットはSHRを用いて，日本クレア
製餌料ＣＥ－２に10％の割合にギャバロン茶を混合し，投与した。又，ギャバロン
茶浸出液にヘキサン，酢酸エチル，ブタノ~ルで順次分画し，残液を更に透析して
内外液に分離, SHRに投与した。各画分のアミノ酸，糖類を分析すると共に，ラ

ットは，血圧測定，血液生化学検査，血液，肝臓中遊離アミノ酸量を測定した。
　結果　①全実験期間を通し，体重，摂食量，摂水量において，対照区との間に差
は認められなかった。②ギャバロン茶直接投与および溶媒で分画した各残液で, s
ＨＲの血圧上昇抑制効果が認められた。③ギャバロン茶浸出液およびブタノール抽

出残液にグルコースをはじめ多くの単糖類の存在していることが示された。

2Fp-9　　　　　　ヘテロサイクリックアミンの生成抑制に関する加熱条件の検討
　　　　　　　　　日本女大家政、国立ガンセンター＊

　　　　　　　　　○鈴木美加、内田陽子、若林敬二’、グユエン・ヴァン・チュエン

　【目的】ヘテロサイクリックアミン（ＨＣＡ）は、変異原性・発ガン性を示し、主に肉や

魚などの食品を加熱調理する過程において生成することが知られている。そこで本研究で

は加熱条件を検討することによりＨＣＡの生成抑制を試みた。前年度、材質の異なるフラ

イパンを用いて牛肉を加熱し、ＨＣＡの生成量を比較検討した結果、同一温度で加熱した

にもかかわらずＨＣＡの生成量に差があることが確認された。従って、本年度は熱伝導率

の異なる材質のものを用いて、その理由を解明することを目的とした。
　【方法】フライパンモデルとして、熱伝導率の異なる材質（銅、アルミニウム、鉄、ガラ

ス）のプレート（20×20cin）を使用した。プレートの表面温度を200°Cに安定させ、牛ひ
き肉lOOgを片面10分ずつ加熱した。その間センサー温度計を用いて、加熱表面、加熱表面

と肉との接点、および肉中心部の３種の温度を測定した。加熱後、常法によりＨＣＡを抽

出し、Ames'testにより復帰コロニー数（変異原性）を測定した。
　【結果】肉lOOg当たりの復帰コロニー数は、銅で3 220と最も変異原性が高く、アルミ

ニウム2352、鉄1092、ガラス3 1 5の順で高い値を示した。この結果は、熱伝導

率（銅：4. 0、アルミニウム：2. 38、鉄：0. 82、ガラス：0.01）の順位と
一致した。内部温度の測定結果においても銅が最も温度上昇曲線の勾配が高く、成分間反

応の速度が速いことが示唆された。以上の結果より、熱伝導率が高いほどHCAの生成量

が多いことが確認された。
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